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内  容  の  要  旨
本論文は、第 1 章の背景と構成および第 6 章の本論文の総括と結論を除いて 2 部構成としている。第















2001 年から 2009 年までの人的資本指数を新たに延長し推計した。この人的資本指数を活用して、本研
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さらに都道府県は人的資本と民間資本および社会資本の 3 つの部門が共同で都道府県GDP の産出に関わ
るとともに民間資本と社会資本からは、次期へ引き継ぐ繰越財を考慮した。
部門を考慮した都道府県の生産性評価によって、全ての期で東京都が効率的であることが認められ









































本研究の主題の考察に直接取り組んだ部分は、 2 部構成になっている。第Ⅰ部（第 2 章から第 4 章）で
は、都道府県のそれぞれを 1 つの経済単位とした枠組みの中で考察し、第Ⅱ部（第 5 章）では、その枠組
みを拡張し、関西地方における府県合併の有効性を考察している。
















第 4 章では、都道府県の財源を住民サービスに生かすという観点から、財政と住民サービスという 2
つの段階に分けて DNDEA分析を行い、その生産活動過程において生じる非効率の要因を探っている。
この章では、都道府県の財政と住民サービスに関わる投入要素と生産物が用いられており、労働力と資
本を投入し都道府県GDP を生み出すという第 2 章と第 3 章の生産構造とは異なっている。
第Ⅱ部は第 5 章のみで構成されている。第 5 章では、都道府県の合併を視野において、合併した場合
の最適生産額を推計し、関西地方の府県合併の最も効果的な組合せを提案している。
第 6 章は、第 2 章から第 5 章までの知見を総括し、今後の研究課題を提示している。 
本論文の貢献は、次の 3 点である。第一に、1955 年から 1995 年までしか存在していなかった質を考
慮した人的資本データを 2001 年から 2009 年まで拡張した点である。第二に、都道府県の生産効率性を
推計して地域経済政策に有益な資料を提供したことである。第三に、関西地方の合併の組み合わせを提
案したことである。
本論文では、「都道府県の生産性評価および生産効率性の要因」という明確かつ具体的に設定された研
究テーマを、DNDEA モデルを開発して実証研究を行っている。研究内容の記述や説明に無理はなく、
体系性を保持しながら論理の展開がなされているといえる。本論文の斬新性は、伝統的な都道府県の生
産性分析に DNDEA概念を導入し、その拡張による合併指標を開発して実証研究を行ったところにある。
もちろん、本論文には、残された研究課題も多い。例えば、データの制約から 2011 年に発生した東
日本大震災後の分析、経済活動に伴って同時に発生する環境問題を考慮した分析等ができていない。し
かしながら、これらの残された課題は、地方経済の活性化を考察する上での新たな知見をもたらした本
論文の価値を大きく損なうものではない。加えて、本論文の筆者が、これらの課題を更に追求する意思
を持っていることも将来に期待が持てる。
「本人による説明会」及び「論文公聴会」における質疑・討論の結果も踏まえ、本論文は博士（商学）の
学位を受けるに十分値するものと評価する。
